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2017年度目録委員会記録 No.7 

第 7回委員会 

 

日時：2017年 11月 11日（土）14時～18時 30分 

場所：日本図書館協会 

出席：渡邊委員長、木下、河野、田代、津田、野美山、平田、村上、横山 

＜事務局＞三浦 

 

［配布資料］ 

1. 刊行に向けてのメモ（2017.11.11現在）（3ページ-A4、渡邊委員長） 

2. 2018年度事業計画及び予算調書案（2ページ-A4、渡邊委員長） 

3. 出版企画書[案]（1ページ-A4、渡邊委員長） 

4. 転記における数、日付の扱いについて（3ページ-A4、渡邊委員長） 

5. 2017.11修正版「序説」案（11ページ-A4、渡邊委員長） 

6. 2017.11修正版「第 0章 総説」案（17ページ-A4、渡邊委員長） 

7. 2017.11修正版「第 1章 属性総則」案（29ページ-A4、渡邊委員長） 

8. 2017.11修正版「第 2章 体現形（通則）」案（11ページ-A4、河野委員） 

9. 2017.11修正版「第 2章 体現形（タイトル）」案（44ページ-A4、河野委員） 

10. 2017.11修正版「第 2章 体現形（責任表示）」案（12ページ-A4、木下委員） 

11. 2017.11修正版「第 2章 体現形（版表示）」案（13ページ-A4、木下委員） 

12. 2017.11修正版「第 2章 体現形（逐次刊行物の順序表示）」案（10ページ-A4、木下

委員） 

13. 2017.11修正版「第 2章 体現形（出版表示・制作表示等）」案（70ページ-A4、横山

委員） 

14. 2017.11修正版「第 2章 体現形（シリーズ表示）」案（20ページ-A4、渡邊委員長） 

15. 2017.11修正版「第 2章 体現形（「刊行方式」、「刊行頻度」）」案（4ページ-A4、野美

山委員） 

16. 2017.11 修正版「第 2 章 体現形（キャリアに関する事項の記録、機器種別、キャリ

ア種別）」案（9ページ-A4、渡邊委員長） 

17. 2017.11修正版「第 2章 体現形（数量）」案（31ページ-A4、野美山委員） 

18. 2017.11修正版「第 2章 体現形（大きさ）」案（15ページ-A4、野美山委員） 

19. 2017.11修正版「第 2章 体現形（キャリアのその他のエレメント）」案（28ページ-A4、

渡邊委員長） 

20. 2017.11修正版「第 2章 体現形（「識別子」、「入手条件」、「連絡先情報」、「アクセス

制限」、「利用制限」、「URL」、「優先引用形」）」案（10ページ-A4、野美山委員） 

21. 2017.11修正版「第 2章 体現形（体現形に関する注記）」案（27ページ-A4、野美山

委員） 

22. 2017.11修正版「第 2章 体現形（キャリアに関する注記）」案（8ページ-A4、野美山

委員） 

23. 2017.11修正版「第 3章 個別資料」案（7ページ-A4、野美山委員） 
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24. 2017.11修正版「第 41章 関連総則」案（3ページ-A4、村上委員） 

25. 2017.11修正版「第 42章 資料に関する基本的関連」案（11ページ-A4、平田委員） 

26. 2017.11修正版「第 43章 資料に関するその他の関連」案（3ページ-A4、平田委員） 

27. 2017.11修正版「第 44章 資料と個人・家族・団体との関連」案（14ページ-A4、村

上委員） 

28. 2017.11 修正版「第 46 章 個人・家族・団体の間の関連」案（7 ページ-A4、村上委

員） 

29. NDL修正ファイルの見方（1ページ-A4、田代委員） 

30. 2017.11NDL修正版「第 6章 個人」案（39ページ-A4、田代委員） 

31. 2017.11NDL修正版「第 7章 家族」案（13ページ-A4、田代委員） 

32. 2017.11NDL修正版「第 12章 場所」案（15ページ-A4、田代委員） 

33. 2017.11NDL 修正版「第 21 章 アクセス・ポイントの構築総則」案（5 ページ-A4、

田代委員） 

34. 2017.11NDL修正版「第 26章 個人」案（6ページ-A4、田代委員） 

35. 2017.11NDL修正版「第 27章 家族」案（4ページ-A4、田代委員） 

36. 2017年度第 6回目録委員会記録（案）（5ページ-A4） 

 

［報告事項ほか］ 

1. 議事録の確認 

2017年度第 6回の記録（資料 36）を確認した。  

 

［検討事項］ 

1. 刊行に向けてのメモについて 

 資料 1に基づき、今後の条文案の検討手順について確認した。 

 

2. 次年度の活動について 

 資料 2，3に基づき、2018年度の事業計画と「日本目録規則 2018年版」（仮称）の冊

子体の刊行計画について確認した。 

 

3. 条文案修正について 

資料 4～28に基づき、各章の修正箇所の検討を行った。 

・用語の検討…第 2章（体現形）の条文内で「資料」という語を用いることについて検

討を行った。資料という語を用いず、「体現形」の語で通すことも検討されたが、厳密に

つきつめてもイメージしづらいものになるという懸念から、基本的に「記述対象」とい

う語を用い、情報源に関するところでは「「資料自体」、「資料外」等」を用いることにし

た。 

・第 0章（総説）…#0.3に概念モデルに関する説明を図とともに挿入した。#0.8.1に区

切り記号法等の条項を設け、例示に区切り記号を使用することがある旨の説明を入れた。

合わせて、各条項における例示の記載方法について再検討した。 

・第 1章（属性総則）…#1.10.10の数と日付については、出版日付の本則と別法の入れ
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替えに対応した条文に修正した。合わせて、これを参照する各条項についても確認した。 

・第 2 章（体現形）、第 3 章（個別資料）、第 41～46 章（関連）…パブリック・コメン

トで寄せられた意見を元に、必要な箇所を修正した。 

 

4. アクセス・ポイント関連条文案（NDL修正）について 

 資料 29～35について、1ヶ月程度を目処に委員会で確認して送り返すことを確認した。 

 

次回以降の委員会の予定 

12月 16日（土）、1月 20日（土） 

以 上 

 

 


